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新しい積層建築を考える	

	 まずこの建物を建てることになっ
た経緯とコンセプトを教えてくだ
さい。

御手洗●敷地は所沢駅から歩いて12
分ほどの旧街道沿いにあり、もともと
瓦屋根の商家が連なる古い町並みでし
た。通りに面して奥に細長い敷地が並
ぶ町割りでしたが、近年住宅地に転換
されたことでそれが崩され、高層マン
ションが建ち並ぶ風景に変わってきま
した。この建物はそのような中に残さ
れた、間口9.1m、奥行き38.4mの細

長い敷地に計画されました。
　周辺を見ると高層マンションがいく
つも建設され、同じ平面がスタックさ
れ、同じ窓が並ぶ、すごく画一的な風
景が広がっていました。そうではなく、
もう少し自由に環境と馴染んだものに
したかったので、新しい積層建築のあ
り方を考えるところからこの建物のプ
ロジェクトが始まりました。
　そして、全体を統合したり、何か1
つのルールでつくる建築ではなく、そ
の場その場で自由に場所をつくってい

「Grove」は埼玉県所沢市に建つ店舗と賃貸住宅、オーナー住戸からなる複合施設。むき出
しの鉄骨の柱梁フレームの中に、さまざまなボリュームの空間が引っ掛かるようにつくら
れている。ラーメン構造を採用したことで、壁が構造に縛られることなく配置され、大き
な開口や吹き抜けのある、自由で明るい空間を実現している。意匠設計者と構造設計者に
プログラムの考え方や設計の変遷などをうかがった。

鉄骨ラーメンの中に
自由に空間をつくる

 座談会 

けるような、筋書きのない「それぞれ
がそれぞれのままに在る」ような建築
をつくろうと思いました。

	 建物はどのような構成になってい
るのでしょうか。

御手洗●1、2階が店舗で、3、4階がメ
ゾネット型の賃貸住宅、5、6階がオー
ナー住戸、7階がオーナーのご両親の
住戸という構成になっています。
　下3層分には屋外空間の大きな吹き
抜けをつくりました。隣が市営駐車場

御手洗 龍  （御手洗龍建築設計事務所）
平岩良之  （平岩構造計画）

吉本　隼  （編集委員・司会）

で空地として確保されているのですが、
今後高層マンションが乱立していく中
で、いつ建て迫ってくるかわからない
状況があります。さらに、細長い敷地
なので、奥の方が暗くなってしまうと、
将来的に光も通らず風も抜けなくなっ
てしまいます。そこで、動線をぐるっ
と後ろまで引き込んで、できるだけ建
物に裏側をつくらないようにし、足元
のアプローチが明るい空間になるよう
にスタディしました。

ラーメン構造を採用	
	 鋼管の柱が印象的ですが、どのよ

うな構造システムになっているの
でしょうか。

御手洗●下層部は小さい店舗や一人暮
らしか二人暮らし用の賃貸住宅なのに
対し、上層部のオーナー住戸はとても
大きくて、ひとつの建物の中に全然違
うプログラムとスケールが入ります。
それを構造を組み立てながら、できる
だけ自由に場所を紡ぎ出していきたい
と考えました。
　壁やブレースといった耐震要素を入
れると、どうしてもその上下で制約が
生じてしまいます。そういうものに縛
られたくなかったので、最初の打ち合
わせで構造の平岩さんにラーメン構造
でつくりたいと投げかけたのです。
　建物全体を見ると、柱梁の中に住宅
や店舗などがつくられていて、町がそ
のまま立ち上がったような建築になっ
ています。
平岩●僕は佐々木睦朗構造計画研究所
にいた時、いわゆる純ラーメン構造の
建築を設計したことがありませんでし
た。ラーメン構造が合理的だとわかっ
ていても、求められる空間の雰囲気や
躯体の寸法から、気がつくとどこかに
ブレースを入れて、柱梁は細くなって
いくのが常だったので、取り組む機会
がなかったのです。今回、御手洗さん
は合理性からラーメン構造を希望され
ているのではなかったのが、面白いス
タートでした。

御手洗 龍氏 平岩 良之氏

南側全景　低層部は大きく開かれ、柱梁の中にボリュームがずれながら積層されている

配置図　1/5,000

柱を千鳥状に配置	
	 柱の配置などのプログラムはどの

ようになっているのですか。

平岩●間口9.8mに対して普通柱を2
列にするか、せめて3列にするかが想
像できるのですが、御手洗さんは最初
から柱の列を4列つくる構成をイメー
ジされていました。
御手洗●もともと私自身、構造がつく
り出す空間にすごく興味があって、い
つも構造と動きのある空間をどのよう

に繋げていくか考えているのです。
　ラーメン構造でフレームで立ち上げ
るときに、柱がXY方向でグリッド上
にきれいに並ぶとすごく均質な空間に

GroveGrove
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央の柱は1100mm角でした。ただし、
実際外径1100mmの柱が上階まで上
がっていった時に、下層は吹き抜けて
いて、かつ地震力も下が大きくなるの
でそれくらいの断面が必要であったと
しても、上層部はきちんとラーメン構
造のフレームが組まれているのでそこ
まで太い柱は必要ありません。特に上
は住宅ですから、上部の柱は少しサイ
ズを絞ることも検討しました。
　しかし、建物全体を引きで見ると柱
が連続して見えることもこの建物の特
徴になりそうだったので、柱の寸法を
変えるのではなくて、上層部は柱の本
数を減らすことにしました。
御手洗●構造模型を見るとわかります
が、赤いメインフレームの柱が真っ直
ぐ上まで伸びているものと、途中で止
まっているものを交互に配置していま
す。そうすることで、オーナー住戸は
柱が減り、広くのびのびと使えるよう
になりました。
平岩●柱を下から上まで同じ寸法で通
す場合、鋼管の方が外径は変えずに厚
みで調整できるので、その点からも鉄
骨造に決まっていきました。

	 メインの柱は最終的に直径600mm
になっています。どうしてここま
でサイズを落とすことができたの
でしょうか。

平岩●最初の手計算では、とても短い
1スパンのメインフレームだけで地震
力に抵抗するような条件で考えていた
ので、剛性の関係から直径1100mm
の大きさが必要だと設定しました。そ
の後、地震時の挙動を考えた時に、メ
インフレームだけではなく外側のサブ
フレームを使うことはできないかと検
討しました。
　ただし、外側のサブフレームをラー
メン構造としてメインフレームと同じ
ように働かせてしまうと、どうしても
寸法が大きくなってしまいます。外側
のサブフレームは対照的に繊細にした
かったので、メインフレームに対して
地震時の転倒モーメントのサポートと
して機能させ、中心のメインフレーム
の曲げ剛性を補完しています。そのよ

うに考えて、最終的にメインフレーム
の寸法も絞ることができました。
　結局ラーメンフレームでも地震力を
負担しているところと、鉛直だけのと
ころというように切り分けると、通常
のブレースとポスト柱という設計と
やっていることがあまり変わらなく
なってきてしまいます。せっかくラー
メンフレームに取り組むのにそれは
もったいないと思い、外周のサブフ
レームをポスト柱にはせずに、どう
やって全体を機能させるか考えました。
最終的にサブフレームに地震時の転倒
防止の役目を与えることで、メインフ
レームの断面も絞ることができました。
御手洗●やじろべえのようなイメージ
なんですよね。普段は軸力を全部の柱で
受けていて、地震で傾いた時には一方
は軸力を受けないので引っ張って転倒
を留めるような機能、つまりやじろべ
えが戻るように働くといった具合です。

鉄骨造だからできた空間	

	 各部材の性能を余すことなく使っ
ている感じですね。

御手洗●そうですね。それは鉄骨造に
したからできたのだと思います。

平岩●僕は外周のサブフレームのこと
をFフレームと呼んでいます。メイン
フレームの両側に取り付いていて、実
際にはメインフレームに当たっていて、
Fの形になっています。ここをピン接
合にして効きの程度を調整したり、逆
にここの梁の断面サイズの大きさに
よって剛比の調整をして、サイドの柱
と中央のコアとの地震力に対しての効
き具合を調整することができるように
なっています。
　鉄骨の断面のバリエーションや、ピ
ン剛の設定など、これはまさに鉄骨造
ならではの醍醐味ではないでしょうか。
　同時にラーメン構造はXY方向にフ
レームが整然と並び、長期は床や梁も
頑張っているのですが、地震時は解析
上、ある方向からの地震に対する構面
しか機能をあまり果たしません。それ
と直交する方向は休んでいるわけです。
　この建物は外側のサブフレームは、
メインフレームから半分グリッドがず
れています。ということは、地震時の
転倒に対して、サブフレームを効かせ
るには、直交方向の梁を介している。
半分ずれているおかげで、通常短辺方
向の地震力にあまり寄与しない梁も、
転倒に対して同時に働くようになって
います。XY方向で切り分けてしまう1階平面図　1/350

構造模型　メインフレーム（赤）とサブフレーム（青）で構成される
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なってしまうのを、できるだけ外との
繫がりが生まれるように、千鳥状に配
置しました。中央二列に並ぶ柱が600
角か600φ、外側に並ぶ柱が300角か
355φです。

	 最初から鉄骨造で考えられていた
のでしょうか。

御手洗●最初に相談した時は、実は鉄
骨造のイメージは全然もっていなくて、
RC造かSRC造で、柱と梁と床と壁が
溶け合っているような、そんな不思議
な状態の建築をつくってみたいと思っ
ていました。
平岩●こういうグリッド割りで、しか
も中央に比較的コアになる太い柱が
あって、外側にそれをサポートする少
しスレンダーな柱があるという構成シ
ステムを、最初から御手洗さんが提示
されていたので、あとは部材断面を決
めるだけでいいやと思っていたのです
（笑）。
　しかし、よく話を聞いてみると、下
3層が構造的に吹き抜けになっている。
ラーメン構造では当然地震力が一番大
きなファクターになってきますが、そ
れで一番厳しくなってくる下層階がよ
りによって3層吹き抜け。それをラー
メン構造でつくろうとすると、柱の断
面をかなり大きくしなければならず、
その断面のサイズ感からして最初は
SRC造を想定していました。
　さらに、この建物の耐火要件を考え
た時に、鉄骨造でサイズを絞ったとし
ても最終的に被覆することを考えたら、
SRC造にした方が全体的な寸法を絞
ることができると思いました。

外周のサブフレームで	
地震時の転倒を抑える	

	 最終的に鉄骨造にした決め手はな
んだったのでしょうか。

平岩●予算の中で耐火塗料が使えるこ
とになったので、それなら鉄骨造で
やってみようということになりました。
　当初のかなりラフな手計算では、中

□-600×600mm

○-φ600mm

○-φ355.6mm

□-300×300mm
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▽ GL± 0

▽軒高=GL+22804

▽ 4FL=GL+9501

▽ 6FL=GL+16570

▽ 5FL=GL+13153

▽ 7FL=GL+19850

▽ 3FL=GL+6222

▽ 2FL=GL+3127

▽最高高さ=GL+23344
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外部階段・手すり：
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上部勾配 1/20
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落下防止エキスパンドメタル　XS-33

屋上屋根軒天：
ラワン合板 t=4mm 自然オイルクリア塗装

天井：
ラワン合板 t=4mm
自然オイルクリア塗装

天井：
ラワン合板 t=4mm
自然オイルクリア塗装

天井：
ラワン合板 t=4mm
自然オイルクリア塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

壁：EP塗装
PB t=12.5mm

天井：
PB t=12.5
EP塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装天井：

ケイカル t=12mm
弾性防カビ塗装

天井：
ケイカル t=12mm
弾性防カビ塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

天井：
PB t=12.5
EP塗装

ゲストルーム

寝室 収納 和室 洗面室 浴室

屋上テラス

エントランス

子供部屋収納納戸トイレ浴室

キッチン パントリー トイレ エントランス

賃貸住戸F賃貸住戸E

賃貸住戸F賃貸住戸E賃貸住戸D賃貸住戸C

リビング ダイニング

賃貸住戸D賃貸住戸C

管理人室店舗ｂ

ダイニングリビングテラス

衣装部屋主寝室

賃貸住戸G賃貸住戸A

賃貸住戸G賃貸住戸B賃貸住戸A

プログラミングスクール

オフィス

屋外キッチン

店舗a

テラス

テラス

テラス

賃貸住戸B

緑へ光と雨を差し込むために穴を開ける

柱勝ちの納まりで梁が架かった状態とする

外へと伸びた梁が領域を拡張する

少し軒が出て内外を連続させる

片持ちのRC壁で居場所をつくる

3つの開口を通して繋がる視線が奥行を感じる
ベッドの高さに合わせた窓の高さ

林の中にいるように林立する長い柱

外の吹き抜けと中の吹き抜けが繋がる

内外を横断する梁

外のような中のような吹抜け

上りたくなるゆったりとした階段

大梁から吊られたハナレが独立感を出す

吊られたヴォリュームの下に広がる開放的な屋外キッチン

道路の喧騒から距離を取るようにセットバック

梁下に天井を揃え、水平連続窓の重心を下げた東側は
対面する隣の建物からの視線を調整しつつ座った時に
ちょうど良い落ち着いた居場所を作り出す

メゾネット形式で東西に開く
ヴォリュームをずらして生まれる吹抜け空間が
上下階の繋がりを感じさせる

部屋から下の店舗のテラスが見える

ガラス張りで動きを纏った動線空間が風景をつくる

柱とともに立ち上がる外の吹き抜け

迫り出した縁台のようなテラスから町を見下ろす
小さな人工地盤のようなスラブ

床が立ち上がって壁になる居場所

切られた梁で浮遊感を感じさせる

全面開口で梁の奥に明るい陽だまりを作る

界壁を貫く大梁が住戸間に繋がりを作る

柱の周りに生まれる緩やかな暮らし場の変化

スラブを貫く柱が階層の距離感を近づける

1.5次的な吊り構造材

ササラとは何か

小さな部屋に廻り込む階段が機能を再構築する

昇降の断片が顕れる外観

階段を受けにスラブが少し延びる吊り材が立体的に連続する場を作り出す

掃き出さない大きな窓が
守られながら開かれた居場所をつくる

上りたくなる廻り階段

歩道とテラスを繋ぐ外階段

人を導き上げる重く太い木手摺と
動きの角度を纏った手すり子

テラスへ誘い込む見渡せるコーナーウィンドウ

大きな柱が歩道の真ん中に立ち境界を溶かし込む

外壁面をセットバックして町のポケットをつくる

道と建築のあいだをつくる

点で接地する明るい階段下

入りたくなる路地
路面店のような二階建ての店構え

広い間口に顔を出すことで人を建物全体にも引き込む

開かれたアルコーブと大きな柱が居場所を作る

少し顔を出すヴォリュームのずれが人を誘う重く太い木手摺が居場所として人を吸着させる

内外を縦断する大きな柱

隣地と繋がるきっかけをつくる

外からも中からも行ける階段で
空間を立体的に回遊する

スラブの上に載せる構成が喚起する自由さ

スラブが勝ってさらに手すりが勝つことで顕れるアドホックな仕草

壁を通すことで
垂直な吹抜けと
一体感をつくる

壁を強調するようなポツ窓が部分の抽象化を図り、人を引き込む

隣地の駐車場と一体になって緩やかに傾斜する開かれた地面

柱に大梁が引っかかる

人が自然と引き込まれる分だけヴォリュームをずらす

軒と緑と光と風を回していくことで
裏が無くなる

鏡面張りの動きを纏ったヴォリュームが
風景を巻き込む

梁と共に穴蔵のように囲い込む 大梁をくぐるということが家の構えとなる

隣の家と共に距離感を共有する

重く太い木手摺が人を誘い上げる

大梁の上に小梁を載せることで感じられる屋根としてのスラブが内部のような外の吹き抜けを作り出す

大き過ぎる梁に住宅の身体スケールが重ね合わされることで能動性を喚起する

構造を手掛かりに雁行する空間が奥行を作り出す

キッチンを中心に回遊する住戸が暮らしの場を再構築する

窓の奥に繋がる緑が暮らしを外へ引き出す

回遊動線で変化のある視線と暮らしを作り出す

千鳥配置の大柱が空間に揺らぎを作り出す

回遊動線で変化のある視線と暮らしを作り出す

四方に広がる屋上の中に拠り所をつくる木の屋根

緑のテラスで遠くまで広がる景色を感じる

自由でアドホックな平面を作り出すスラブ勝ちの構成

天井までの大きな窓が広がりのある景色を掴む

梁に合わせて天井の高さを抑えることで景色の広がりを体感する

細長い矩形平面を感じさせないジグザグ曲がる手すりのかたち

壁勝ちのヴォリュームが上下階を一体化する

緑のテラスで落ち着いた家の構えを作る

コーナーウィンドウで
広がりのあるエントランスを作る

浮遊した大地を感じさせるテラスと緑

梁型で場のきっかけを作る梁型で場のきっかけを作る

ぐるっと回る回遊動線と水平連続窓で外と繋がる

入れ子状に吊り下げられた
浮遊感のある寝室

朝起きると
テラスの緑が見える窓

長手断面図　1/100
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てご理解いただきました。
　あとは動きについてもお話ししまし
た。いろいろな場所で楽しく生活して
いくときには、柱梁をきっかけとして
場所がつくられていくようにしたり、
例えば室内にある柱が外側に現れてく
ると、自分の家の柱が外側まで拡張し
ていく。開放的にしているわけではな
くても、自分たちの家が少し外側まで
拡張した、守られた感じになっていく
ところがあります。そういう空間の考
え方をできるだけ丁寧にご説明して、
その考えに共感していただきました。

	 鉄骨の見せ方もさまざまな工夫が
されていますね。

御手洗●まず柱はできるだけ現しにし
たいと思いました。それはひとつひと
つ柱を配置して平面を決めていくとい
う意味でも、外と中を繋げるという意
味でも大切にしました。ほぼ全ての柱
を耐火塗料で仕上げています。この建

物名の「Grove」は雑木林という意味
なのですが、鉄骨柱が立ち並ぶ、林の
中を散策していくような、そしてそこ
から場を紡ぎ出していくような空間を
目指しました。
　梁はすべて耐火塗料にするとすごく
費用がかかってしまうので、それはバ
ランスを見ながら決めました。一番上
の階は当初梁を全部ボードで隠そうと
していたのですが、それだと奥行き感
がなくなり梁の存在も隠されてしまう
ので、工事中にやはり見せたくなって
しまいました。ですが耐火塗料に変更
する予算はなかったので、耐火被覆の
まま半透明のポリカーボネートで覆い
ました。
　それから、鉄骨造でありながら、4
階の床にあえてRCの床スラブを打っ
ています。そうすると鉄の軽い床より
は、上階が守られた場所になり、場所
場所での居心地の良さみたいなものも
考えながら決めていきました。

　もともとは最初にお話ししたように、
ラーメンフレームの中にいろいろな場
所を紡ぎ出していきたいと考えてこの
ような形になっています。フレームに
床を引っ掛けていくようなイメージで
すね。そうするとすごく軽い人工地盤
の集積のようになります。床の上に立
てられる外壁ラインがある程度構造の
柱梁から自由になっていくと、外のテ
ラスと内側の室内の床が一体的につく
られ、内外が連続した空間が生まれま
した。

	 梁はどのような大きさなのでしょ
うか。

平岩●梁の寸法は下層階が梁せい最
大900mm、上層階は600mmです。
600mmも必要な理由は、先ほどの、
上層部で柱を抜いて、その分スパンが
倍近くなったり、キャンチレバーに
なったりしているからです。
　本当は梁せい450mmくらいに絞る

ことなく、全部材が一番弱点になる短
辺方向に対して寄与してくれるのです。
　それから、実際柱は当然床も長期的
に支えているので、上部のメインフ
レームの柱を抜くと、床としては倍の
スパンになり、梁が大変な大きさに
なってしまいます。しかし今回は間口
が狭い分、柱を抜いてもすごく近い対
面に柱があるので、梁のスパンが一気
に2倍の18mになるわけではありませ
ん。つまりキャンチレバーが効くよう
なスパン割だったのです。御手洗さん
は、そこまで考えてこの柱配置にした
のかと驚きました。
御手洗●たまたまです（笑）。いい塩
梅でしたね。
平岩●そして結果として、長期的な片
持ちによる曲げも柱に多少入ってくる
ので、下層と同じ断面の柱を上層で
使っても、それなりに無駄にはならな
いというところも含めて、いろいろな
意味が重なり合っていきました。

柱梁がきっかけの空間	
　	 このような空間をつくるにあたり、

クライアントにはどのように説明
をしたのでしょうか。

御手洗●最初に必要な床面積を積み上
げていくと、5層に収まったのですが、
そうすると将来隣地の建物が迫って建
つ可能性が高く、通風、採光上かなり
苦しい環境になりそうだと思って、思
い切って7層まで引き上げることを提
案しました。そうすると、ボリューム
換算すると半分くらいが屋外空間にな
ります。かなりチャレンジングなこと
でしたが、それは良いかもしれないと
後押ししてくださいました。こうして
とても開放的な建物ができました。
　それから普通の建物と違って柱と梁
がむき出しになっています。普通鉄骨
造は柱が外壁に寄っていたり、壁の中
に埋まっていますが、この建物では部
屋の中央に近いところに柱が立ってい
ます。それについても、柱があって、
向き合ったところに壁があると落ち着
いた場所がつくれることなどを説明し

賃貸住戸 C賃貸住戸 C

店舗 b店舗 b

リビングリビング

▽▽GL±0GL±0

▽軒高=GL+22804▽軒高=GL+22804

リビングリビング

吹き抜け吹き抜け

▽▽4FL=GL+95014FL=GL+9501

▽▽6FL=GL+165706FL=GL+16570

▽▽5FL=GL+131535FL=GL+13153

▽▽7FL=GL+198507FL=GL+19850

▽▽3FL=GL+62223FL=GL+6222

▽▽2FL=GL+31272FL=GL+3127

共用廊下共用廊下

テラステラス

▽最高高さ=GL+23344▽最高高さ=GL+23344

吹き抜け吹き抜け

93
3

93
3

820820
下がり天井：下がり天井：

PB t=12.5mmPB t=12.5mm
EPEP塗装塗装

水勾配水勾配
1/1001/100以上以上

下がり壁：下がり壁：ポリカ ポリカ 

梁型下がり天井：梁型下がり天井：
ラワン合板ラワン合板 t=4mmt=4mm
自然オイルクリア塗装自然オイルクリア塗装

天井：天井：

58
92

58
92

31
85

31
85

59
70

59
70

34
17

34
17

床：床：
t=12mmt=12mm

壁：ラワン合板壁：ラワン合板t=4mmt=4mm
自然オイルクリア塗装自然オイルクリア塗装

壁：壁：EPEP塗装塗装
PB t=12.5mmPB t=12.5mm25

50
25
50

梁型下がり壁：梁型下がり壁：
ポリカ ポリカ t=4mmt=4mm

壁：壁：
ラーチ合板 ラーチ合板 t=12mmt=12mm

無塗装無塗装

天井：天井：
コンクリート現しコンクリート現し

床：床：
ラーチ合板 ラーチ合板 t=12mmt=12mm
蜜蝋ワックス蜜蝋ワックス

軒天：軒天：
木毛セメント板 木毛セメント板 t=15mmt=15mm

撥水剤塗布撥水剤塗布

外部テラス床：外部テラス床：
モルタル金ゴテ仕上モルタル金ゴテ仕上

天井：天井：
デッキプレート現しデッキプレート現し

軒天：軒天：

テラス床：テラス床：
モルタル金ゴテ仕上モルタル金ゴテ仕上

テラス床：テラス床：
人工木デッキ人工木デッキ

支柱：支柱：St FB-12St FB-12××5050
溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ
落下防止：菱形金網落下防止：菱形金網

手摺：手摺：St St パイプ　パイプ　27.227.2ΦΦ
溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ
支柱：支柱：St FB-12St FB-12××5050
溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ
落下防止：菱形金網落下防止：菱形金網

外構床：外構床：
モルタル金ゴテ仕上モルタル金ゴテ仕上

幕板：幕板：
セメント系樹脂モルタルセメント系樹脂モルタル

幕板：幕板：
セメント系樹脂モルタルセメント系樹脂モルタル

幕板：幕板：
セメント系樹脂モルタルセメント系樹脂モルタル

外壁：外壁：
押出成形セメント板 素地押出成形セメント板 素地

外壁：外壁：
押出成形セメント板 素地押出成形セメント板 素地

天井：天井：
PB t=12.5PB t=12.5
EPEP塗装塗装

床：床：
タイルタイル t=9mmt=9mm

18801880 35253525 23302330

77357735
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61

92
61

24
00

24
00

軒天：軒天：
木毛セメント板 木毛セメント板 t=15mmt=15mm

撥水剤塗布撥水剤塗布

軒天：軒天：
木毛セメント板 木毛セメント板 t=15mmt=15mm

撥水剤塗布撥水剤塗布

1/1001/100

屋上テラス床：屋上テラス床：
モルタル金ゴテ仕上 t=60mm モルタル金ゴテ仕上 t=60mm 
スタイロ嵩上げスタイロ嵩上げ

梁：梁：
H-700×300×13×24H-700×300×13×24

耐火塗料塗装耐火塗料塗装

柱：柱：
Φ-600×16
耐火塗料塗装
Φ-600×16
耐火塗料塗装

柱：柱：
Φ-600×16
耐火塗料塗装
Φ-600×16
耐火塗料塗装

柱：柱：
□-600×600×28

耐火塗料塗装
□-600×600×28

耐火塗料塗装

柱：柱：
□-600×600×22

耐火塗料塗装
□-600×600×22

耐火塗料塗装

柱：柱：
□-600×600×22
耐火塗料塗装
□-600×600×22
耐火塗料塗装

柱：柱：
□-600×600×28
耐火塗料塗装
□-600×600×28
耐火塗料塗装

プランター：プランター：
ワイヤーメッシュワイヤーメッシュ

手摺：手摺：St St パイプ　パイプ　27.227.2ΦΦ
溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ
支柱：支柱：St FB-12St FB-12××5050
溶融亜鉛メッキ溶融亜鉛メッキ
落下防止：菱形金網落下防止：菱形金網

手摺：手摺：
ヒバ集成材 240×40
ウレタンクリア塗装
上部勾配 1/20

ヒバ集成材 240×40
ウレタンクリア塗装
上部勾配 1/20

柱：柱：
□-300×300×12
耐火塗料塗装
□-300×300×12
耐火塗料塗装

梁：
H-350×175
耐火塗料塗装

梁：
H-350×175
耐火塗料塗装

柱：柱：
□-300×300×12
耐火塗料塗装
□-300×300×12
耐火塗料塗装

梁：梁：
H-900×300×16×28H-900×300×16×28
耐火塗料塗装耐火塗料塗装

梁：
H-350×175×7×11
ロックウール吹付

梁：
H-350×175×7×11
ロックウール吹付

外壁：外壁：
押出成形セメント板 素地押出成形セメント板 素地

軒天：軒天：
ラワン合板 t=4mm ラワン合板 t=4mm 

自然オイルクリア塗装自然オイルクリア塗装

デッキプレート現しデッキプレート現し

PB t=12.5PB t=12.5 EPEP塗装塗装

t=4mmt=4mm

フローリング フローリング 

短手断面図　1/100

7階オーナー両親の住戸　内外に千鳥配置された柱が空間を広げ、梁は半透明のポリカーボネートで覆い存在を柔らかく隠している
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こともできたのかもしれませんが、や
はりこのフレームの良さを御手洗さん
が理解してくださったから、力強い魅
力のある鉄骨フレームがつくれました
し、今回そこはすごく重要だったと
思っています。その構造条件をもとに、
空間のつくり方を展開していってくだ
さいました。
御手洗●多分お互いに向いている方向
が一緒だったと思うんですよね。私は
スタート地点が合理的ということには
あまり興味がなくて、こうやって一手
一手が合理的かどうか考えることの方
が面白いと思っています。太い柱でも
その場所にはそれが必要で、なおかつ
それがすごく研ぎ澄まされた太さがあ
るということに、建築としても意匠と
しても魅力を感じています。
　ある場所で柱は太いと思われても、
この3層分の吹き抜けに対して柱を見
ると、異常に細いなと思ったりするわ
けです。そのバランスが大事ですよね。

もしメインの柱を極端に細くしていた
ら、そこに頼りなさが出てしまってい
たでしょう。見せるためだけの細さと
いうのは違うのではないかという気が
しています。

パズルのような建て方	
	 これだけ現しになると、鉄骨製作

面でもさまざまな工夫があったの
ではないでしょうか。

平岩●設計ではやはり接合部ですね。
一番はダイヤフラムをどのようにする
か検討しました。場所によっては内ダ
イヤも採用しています。
御手洗●今回は施工は日南鉄構ですが、
鉄骨製作は別のファブリケーターが担
当してくれました。
平岩●ダイヤフラムの出寸法は通常だ
と30mmくらいですが、溶接量に合
わせてもう少し詰めてもらったり、製
作については1つずつ相談させてもら

建て方　壁が立つ前の状態。仮の柱を建てなが
ら組み上げる

柱梁の取り合い

柱が千鳥状に配置されていることがわかる

5階オーナー住戸のリビング　外部と内部をつなぐ大きな吹き抜けと、奥には梁から吊られたゲストルームが見える

鉄骨架構詳細図　1/100 鉄骨梁接合部詳細図　1/40

188035252330

Y1

7735

Y4Y3Y2

▽GL

▽GL+2967

▽GL+5987

▽GL+9037

▽GL▽GL+19457

▽ GL▽GL+22804

（2FL-160）

（3FL-235）

（4FL-465）

（7FL-393）

（RFL-430）

△平均GL=GL-259

G1:H-588x300x12x20

G1:H-700x300x13x24

G2:H-450x200x9x14

G2A:H-350x175x7x11G2A:H-350x175x7x11

G1:H-900x300x16x28
B1A:H-300x150x6.5x9B1A:H-300x150x6.5x9

C2
1:
B-
20
0x
20
0x
9(
BC
R2
95
)

C1

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
8(
BC
P3
25
)

F1

F1

82
5

27
25

FG5:750x1700

G1継手フランジ
外添板:PL-t25xL890
内添板: PL-t25xw170
7x4-HTB.M22(F10T)
G1継手ウェブ
2 PL-t19xh260
4x4-HTB.M22(F10T)

G1継手フランジ
外添板:PL-t25xL890
内添板:PL-t25xw170
7x4-HTB.M22(F10T)
G1継手ウェブ
2 PL-t19xh260
4x4-HTB.M22(F10T)

G1継手フランジ
外添板:PL-t19xL620
内添板:PL-t22xw110
6x2-HTB.M22(F10T)
G1継手ウェブ
2 PL-t12xh740

12x1-HTB.M22(F10T)

G1継手フランジ
外添板:PL-t12xL440
内添板: PL-t16xw110
4x2-HTB.M22(F10T)
G1継手ウェブ
2 PL-t9xh440

7x1-HTB.M22(F10T)

G2梁端部
PL-t12xh320

5x1-HTB.M20(F10T)

G2梁端部
PL-t12xh320

5x1-HTB.M20(F10T)

G2梁端部
PL-t12xh320

5x1-HTB.M20(F10T)

G2梁端部
PL-t12xh320

5x1-HTB.M20(F10T)

G2梁端部
PL-t12xh320

5x1-HTB.M20(F10T)

G2:H-450x200x9x14 G1:BH-450x400x22x36

G2:H-450x200x9x14G2:H-450x200x9x14G2:H-450x200x9x14 G1:BH-450x400x22x36

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
8(
BC
P3
25
)

C2
1:
B-
20
0x
20
0x
9(
BC
R2
95
)

C2
1:
B-
20
0x
20
0x
9(
BC
R2
95
)

C2
1:
B-
20
0x
20
0x
9(
BC
R2
95
)

C2
1:
B-
20
0x
20
0x
9(
BC
R2
95
)

C2
1:
B-
20
0x
20
0x
9(
BC
R2
95
)

C2
1:
B-
20
0x
20
0x
12
(B
CR
29
5)

C2
1:
B-
20
0x
20
0x
12
(B
CR
29
5)

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
8(
BC
P3
25
)

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
8(
BC
P3
25
)

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
8(
BC
P3
25
)

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
8(
BC
P3
25
)

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
2(
BC
P3
25
)

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
2(
BC
P3
25
)

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
2(
BC
P3
25
)

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
2(
BC
P3
25
)

C1
:B
-6
00
x6
00
x2
2(
BC
P3
25
)

上・下端筋 10- D25上・下端筋 10- D25

HOOP:D13@100HOOP:D13@100

STP:3-D13@200
CB1

CB1A CB21
立ち上がり筋 48-D25立ち上がり筋 48-D25 立ち上がり筋 63-D29

B1A梁端部
PL-t9xh200

3x1-HTB.M20(F10T)

B1A梁端部
PL-t9xh200

3x1-HTB.M20(F10T) G2梁端部
PL-t9xh260

4x1-HTB.M20(F10T)

G2梁端部
PL-t9xh260

4x1-HTB.M20(F10T)

G2A梁端部
PL-t9xh260

4x1-HTB.M20(F10T)

G2A梁端部
PL-t9xh260

4x1-HTB.M20(F10T)

G2A梁端部
PL-t9xh260

4x1-HTB.M20(F10T)

G2A梁端部
PL-t9xh260

4x1-HTB.M20(F10T)

G2A梁端部
PL-t9xh260

4x1-HTB.M20(F10T)

G2A梁端部
PL-t9xh260

4x1-HTB.M20(F10T)

900900

800 800

G2A:H-350x175x7x11

G2A:H-350x175x7x11G2A:H-350x175x7x11 G2A:H-350x175x7x11

G4:H-200x200x8x12

B1A継手フランジ
外添板:PL-t9xL260
内添板:PL-t9xw60
2x2-HTB.M20(F10T)
B1A継手ウェブ
2 PL-t6xh200

3x1-HTB.M20(F10T)

G2A継手フランジ
外添板:PL-t9xL290
内添板:PL-t9xw70
2x2-HTB.M22(F10T)
G2A継手ウェブ
2 PL-t6xh260

3x1-HTB.M22(F10T)

G2A継手フランジ
外添板:PL-t9xL290
内添板:PL-t9xw70
2x2-HTB.M22(F10T)
G2A継手ウェブ
2 PL-t6xh260

3x1-HTB.M22(F10T)

G2A継手フランジ
外添板:PL-t9xL290
内添板:PL-t9xw70
2x2-HTB.M22(F10T)
G2A継手ウェブ
2 PL-t6xh260

3x1-HTB.M22(F10T)

G2A継手フランジ
外添板:PL-t9xL290
内添板:PL-t9xw70
2x2-HTB.M22(F10T)
G2A継手ウェブ
2 PL-t6xh260

3x1-HTB.M22(F10T)

600 840

G4継手フランジ
外添板:PL-t9xL410
内添板:PL-t9xw80
3x2-HTB.M20(F10T)
G4継手ウェブ
2 PL-t9xh140

2x1-HTB.M20(F10T)

G4継手フランジ
外添板:PL-t9xL410
内添板:PL-t9xw80
3x2-HTB.M20(F10T)
G4継手ウェブ
2 PL-t9xh140

2x1-HTB.M20(F10T)

Dia.PLは梁フランジ厚さの2サイズUPとすること

λ=16.6 λ=16.6

λ=13.2
λ=13.2

λ=13.3 λ=13.3

λ=14.4λ=14.4

λ=49.8 λ=49.8

λ=43.3

λ=39.5

λ=39.1

λ=49.1

HOOP:D13@100HOOP:D13@100

G2:H-350x175x7x11G2:H-350x175x7x11

G1継手フランジ
外添板:PL-t19xL530
内添板:PL-t19xw110
5x2-HTB.M22(F10T)
G1継手ウェブ
2 PL-t9xh560

9x1-HTB.M22(F10T)

G1継手フランジ
外添板:PL-t19xL530
内添板:PL-t19xw110
5x2-HTB.M22(F10T)
G1継手ウェブ
2 PL-t9xh560

9x1-HTB.M22(F10T)

受けPL（フランジ厚の1サイズUPとする）

梁せい以上とする

梁
せ
い

R.PL 直上梁ウェブ板厚の1サイズUPとする

R.PL 直上梁ウェブ板厚の1サイズUPとする

R.PL -9

R.PL- 16

G1(4F)
:H-900x300x16x28

B1orB1A(4F)
:H-300x150x6.5x9

G1(4F)
:H-900x300x16x28

R.PL- 16

R.PL -9

4-HTB.M20(F10T) 4-HTB.M20(F10T)

▼G1天端(GL+9037)

▼B1B1A天端(GL+9337)
▼4FL(GL+9501)

▼梁天端

▼梁天端

50200 50 30 90 30

▽GL+9037

剛接合　部材が直交する場合

剛接合　部材が直交し梁せいが切り替わる場合



スチールデザイン　No.43 1514 スチールデザイン　No.43

いました。
御手洗●施工では、敷地が奥に細長く
電線が走っていて、道路を占有できな
いという厳しい条件がありました。さ
らに、敷地奥から工区を分けて順番に
建てていきましたが、どこで工区を切
るか、建て方がすごく複雑でパズルの
ようで、何箇所も仮の柱を建ててサ
ポートしながら進めました。
　我々が工事の現場で判断することも
多くありました。例えば、フラットバー
や丸鋼でつくられる手摺りの取り合い

はその場で決めてつくってもらうこと
もできたので、すごく助かりました。

構造から空間を紡ぎ出す	
	 柱は丸いものと四角いものがあり

ますね。

御手洗●柱ひとつひとつに個性を持た
せると、愛着が湧いてくるのではない
かと考え、丸い柱と四角い柱を両方
使っています。構造的にはあまり関係
なかったようですが、1階のアプロー

チを歩いていく時の風景としては全然
違うように見えるので、その部分でも
構造に個性が持てたことが面白かった
です。
平岩●丸柱と四角い柱を使い分けるこ
とに関しては構造的な意味も付加でき
ると良かったんですけど……、そこは
いまだ僕も答えがありません。

	 柱の色もこの建物の特徴です。

御手洗●この色はなかなか決まりませ
んでした。いろいろ検討したのですが、
錆止めを塗っても錆び止めで終われま
せんし、シルバー色に塗装しても実際
に金属ではないし、黄色は見たことが
あったり、白だと存在感が消えてしまっ
たり、どれも何かに吸収されてしまう
感じがしました。ここで建物全体に目
を向けると、押出成形セメント板やコ
ンクリート、モルタルという素材が床
や外壁に出てくることが決まっていま
した。またそれらが少し赤みがかった
グレー色ということもあったので、そ
こにある程度なじみながら存在感があ
る色とし、最終的に今の色に決まりま
した。完全に特注色です。施主から御
手洗カラーと呼ばれています（笑）。

	 ひとつとして同じ空間のない、さ
まざまな風景が見られる建築に
なっています。

御手洗●組み上がった柱梁に対して空
間を紡ぎ出し、動きをつくったり居場
所をつくったりしてデザインしていま
す。梁せい900mmの大きい梁がある
ところは、梁の下をくぐって自分の部
屋を縦断すると、梁という構造体の中
に住んでいる感覚が生まれます。また、
3層吹き抜けで柱が立っていると、視
界の中には柱の上の方は見えていない
ので本当に林の中を歩いているよう
な感覚になったり、大きい梁に沿っ
てラーチ合板を巻き上げたところに、
ちょっと守られた居場所がつくれたり、
ひとつひとつの柱梁をつぶさに見なが
ら全体をつくっていきました。
　あとは、内側と外側をどうやって繋
げていくかということも1つのテーマ
となっています。屋根が架かったとこ

ろは吹き抜けの半屋外空間になってい
ますが、その中に室内空間があり、そ
のさらに内側にも包まれた空間をつく
りました。
　オーナー住戸の寝室は内の内と呼ん
でいますが、寝室の窓の奥にリビング
の吹き抜けがあり、さらにその奥にテ
ラスの吹き抜けがあって、その外側が
屋外空間になっています。こうして内
外がグラデーショナルに空間が繋がっ
ていく構成にしています。
平岩●それからこの建物には17個も
階段があって、すべて形が違うのです。
御手洗●これは毎回平岩さんに言われ
ます（笑）。賃貸住宅もひとつひとつ
いろいろな部屋をつくりたかったので、
階段もそれぞれデザインしました。
　豊かさを空間の立体性で表現した
かったので、構造には多少費用を掛け
ていますが、仕上げにはラワン合板な
どを使用したり、また比較的汎用性の
ある下地材も多かったりして、丁寧に
つくっている部分とラフな部分が同居
している建物です。それが逆に自由に
使いこなしたくなるような感じを促し、
バランスを取ることができたと思って
います。
　アイデアを膨らませて頭の中でモヤ
モヤといろんなことを考えている時に、
平岩さんにお話しするとすごく整理し
てもらえるのです。構造的な合理性や
ストーリーなど、今回もそのやり取り
がとても充実していました。

無駄のない		 	
部材断面の可能性	
	 最後に、今後鉄骨造でつくりたい

建物や、鋼材に対してご要望等あ
りましたらお聞かせください。

御手洗●構造を考えるときに、木造か
RC造か鉄骨造かでできてくる空間が
全く異なりますよね。木造は加工もし
やすく、柱に釘を打ち付けて家具をつ
くったり、何かを掛けたりすることが
できて、人に近い材料だと思うのです。
RC造は守られたような場所をつくる
ことができるのがいいなと思いますし、

鉄骨造はスパンを飛ばすことができる
ので開放的な空間をつくることができ
ます。設計する建物の目指す方向性に
よって構造が決まっていくのはいつも
面白いなと思っています。
　鉄骨はすべて機械で自動でつくるこ
ともできますよね。そうすると、もし
かしたら複雑なものを複雑なままに形
がもっと自由になるのかなと思ったり
します。梁にはH形鋼を使うのが当た
り前になっていますが、この場合の梁
はHじゃなくてこういう断面がいいの
ではないかとか、そう考えることがで
きるようになれば精度も上がるし、ギ
リギリまで構造を使い切ることができ
るのかもしれません。

	 応力状態を考えたら、もしかした
ら梁は四角でもいいケースがある
かもしれませんね。

平岩●鉄は生産のメカニズムからして、
ある程度流通しているカタログ化され
たものがあって、その中から取捨選択
します。もしかしたら、高炉材のロッ
ト数の自由度が上がるとか、メーカー
側の体制が今後どう変わっていくのか
によって、断面のオーダーや、流通品
ではない断面の採用にも関わってくる
かもしれません。特殊な断面を使おう
とすると、どうしても在庫やロット数
量とにらめっこすることになります。
そのあたりの自由度が上がってくると
いいですね。RC造の場合は、変断面
にしたりすることができますよね。で
も逆に言うと、鉄骨造の場合、材料の
規格の前提があるがゆえにシステムの
ところでそこを調整していく面白さも
あります。
御手洗●鉄鋼メーカーに設計段階から
一緒に入っていただくと、また面白い
ものができるのかもしれませんね。

	 貴重なお話をいただき、ありがと
うございました。

（2023年11月27日　御手洗龍建築設計事務所）
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建築設計　	御手洗龍建築設計事務所
構造設計	 平岩構造計画
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